
つながっていよう

＊注
ちゅう

意
い

書
が

き：もし君
きみ

がペットのカエルを飼
か

っていたら、監
かん

督
とく

なしに電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

を使
つか

わせちゃダメだよ。

・・・って言
い

うより、絶
ぜっ

対
たい

に使
つか

わせちゃダメだよ。

＊



カエルは、いきなり

熱
あつ

いお湯
ゆ

に入
い

れると

飛
と

び出
だ

すけれど、

水
みず

に入
い

れて少
すこ

しずつ

熱
ねっ

していくと、水
みず

が

だんだん熱
あつ

くなって

いくのに気
き

づかず、

煮
に

えてしまうと

言
い

われている。

明
あき

らかにカエルは、水
みず

がどのくらい熱
あつ

くなると

危
き

険
けん

なのか、わからないみたいだね。

来
こ

いよ、

気
き

持
も

ちいいぜ！



クリスチャンの生
せい

活
かつ

も、同
おな

じなんだよ。誘
ゆう

惑
わく

がみにくい頭
あたま

をもたげても、ほとんどの人
ひと

は

危
き

険
けん

がひそんでいることに気
き

づかず、身
み

を引
ひ

くこともしない。だけど、わたしたちの決
けつ

意
い

を

むしばみ、神
かみ

様
さま

から引
ひ

きはなし、霊
れい

的
てき

な生
せい

活
かつ

に最
さい

大
だい

の害
がい

を与
あた

えるのはふつう、わたしたちが

許
ゆる

してしまう、ちょっとした誘
ゆう

惑
わく

なんだ。

神
かみ

様
さま

の言
こと

葉
ば

を読
よ

む時
とき

、心
こころ

が

深
ふか

く養
やしな

われることから気
き

を

そらすような、誘
ゆう

惑
わく

やじゃまが

入
はい

ることがあるよね。そして、

神
かみ

様
さま

や御
み

言
こと

葉
ば

とのつながりが

なくても、１
いち

日
にち

や１
ひとり

人の人
じん

生
せい

に

大
たい

した影
えい

響
きょう

はないように思
おも

える。

万
ばん

事
じ

順
じゅん

調
ちょう

で、おそらくは

イエス様
さま

とつながったり、

御
み

言
こと

葉
ば

を勉
べん

強
きょう

するのはそれほど

大
たい

切
せつ

ではないんじゃないかと

考
かんが

え始
はじ

めるかもしれない。

あちっ！ お前
まえ

、

煮
に

えてしまうぞ！



どうしてか、知
し

っているかい？

それは悪
あく

魔
ま

が、わたしたちが

弱
よわ

くなるのを待
ま

っているから

なんだ。わたしたちの心
こころ

と

思
おも

いが弱
よわ

くなったら、それを

利
り

用
よう

しようと待
ま

ち構
かま

えて

いるんだよ。

弱
よわ

虫
むし

だなあ。



ぼくは、大
おお

きくて

がんじょうな城
しろ

の中
なか

に

いるから、安
あん

全
ぜん

さ。・・・

使
し

徒
と

ペテロは、ペテロの第
だい

１
いち

の手
て

紙
がみ

5:8 の中
なか

で、こう書
か

いている。

「身
み

をつつしみ、目
め

をさましていなさい。あなたがたの敵
てき

である悪
あく

魔
ま

が、

ほえたけるししのように、食
く

いつくすべきものを求
もと

めて歩
ある

き回
まわ

って

いる。」悪
あく

魔
ま

は、すぐに問
もん

題
だい

を起
お

こすわけじゃない。御
み

言
こと

葉
ば

の勉
べん

強
きょう

を

し損
そこ

なったからって大
たい

したことはないとか、別
べつ

に何
なに

も悪
わる

いことは

起
お

こってないと、わたしたちが思
おも

い始
はじ

めるのを待
ま

っているかも

しれないんだ。わたしたちが霊
れい

的
てき

に非
ひ

常
じょう

に弱
よわ

くなるのをねらって、

その時
とき

に、おそれや絶
ぜつ

望
ぼう

感
かん

やその他
た

の問
もん

題
だい

で攻
こう

撃
げき

しようとしているの

かもしれない。

イエス様
さま

に従
したが

う者
もの

として、わたしたちは、神
かみ

の言
こと

葉
ば

を勉
べん

強
きょう

しないで

あまり長
なが

くやっていくことはできない。最
さい

初
しょ

は、それが悪
わる

い影
えい

響
きょう

を

与
あた

えているようには見
み

えなくてもね。神
かみ

の言
こと

葉
ば

はわたしたちを活
かっ

気
き

づけ、

わたしたちの信
しん

仰
こう

を増
ま

してくれる。わたしたちは御
み

言
こと

葉
ば

を通
とお

して、

神
かみ

が示
しめ

される多
おお

くのすばらしい真
しん

理
り

を理
り

解
かい

する。御
み

言
こと

葉
ば

は、神
かみ

に従
したが

う

わたしたちのための神の御
ご

計
けい

画
かく

を知
し

る手
て

がかりになる。神の言葉を

学
まな

ぶために費
つい

やす時
じ

間
かん

は、優
ゆう

先
せん

する価
か

値
ち

があるんだよ。それが

むずかしい時
とき

でもね。だって、それこそが、わたしたちの心
こころ

を強
つよ

めて

くれるものだからだよ。



わたしはあなたにむかって罪
つみ

を

犯
おか

すことのないように、心
こころ

のうちに

み言
こと

葉
ば

をたくわえました！

（詩
し

篇
へん

 119:11、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

したがって、信
しん

仰
こう

は聞
き

くことに

よるのであり、聞
き

くことはキリストの

言
こと

葉
ば

から来
く

るのである。

（ローマ人
びと

への手
て

紙
がみ

 10:17、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

人
ひと

を生
い

かすものは霊
れい

であって、

肉
にく

はなんの役
やく

にも立
た

たない。わたしが

あなたがたに話
はな

した言
こと

葉
ば

は霊
れい

であり、

また命
いのち

である。

（ヨハネの福
ふく

音
いん

書
しょ

 6:63、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）
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